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餌
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甥
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画
釧
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郡
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監
督
堀
内
甲
殿
殿
蠅
賊
濡
鰯
蕊
塞
詠
鑪
副
溌
和
耐
沁
偲
騎
浦
雰

蜘
篇
の
狭
一
画
は
ど
ダ
跨
ぐ
噂
小
や
す
べ
一
息
瀝
争
み
に
い
で
す
．
す
．

い
・
と
こ
ろ
孤
今
”
農
討
筒
諦
会
の
文
農
一
永
逐
は
大
根
の
一
奪
爾
、
ナ
ス
の
蚕
筈
一
う
泳
野
上
り
の
礎
の
日
に
お
》

化
〆
す
再
天
っ
て
諄
一
て
私
ど
も
釦
眼
鯖
、
菜
っ
葉
の
蓑
節
と
、
を
‘
差
と
差
じ
ど
見
ば
過
労
と
一
画
米
ば
か
り
の
大
食
㈱
》

を
篝
伽
迂
蚤
よ
う
春
蕊
蒙
脈
甚
癖
一
多
い
。
の
蕊
れ
獄
の
も
の
吋
鴦
つ
け
に
も
心
錘
釣
に
妙
巫
琿
爪
易
〆
っ
て
、
岬
圓
慢
の
タ

葬
市
レ
農
織
の
文
他
割
平
可
化
諄
鼠
っ
、
→
嘩
寳
物
猴
も
な
れ
ば
汁
の
実
に
も
葱
イ
ル
の
罫
量
崎
で
７
－
７
く
、
つ
と
倒
れ
て
※

あ
る
．
曹
唇
蕊
民
の
楽
天
姓
高
っ
調
り
ま
す
．
今
は
キ
ャ
く
り
の
奉
読
で
す
。
し
ま
り
さ
し
に
．
太
争
に
は
い
こ
め
噂
か

子
、
嘉
烈
な
皮
肉
簿
ど
も
軍
惹
を
汲
汰
ち
こ
つ
ぃ
フ
の
を
ば
つ
い
リ
料
琿
と
い
３
つ
に
げ
れ
ど
匂
腹
の
透
乙
忌
ち
よ
フ
と

だ
。
こ
め
よ
－
つ
噂
い
わ
感
丁
今
と
茎
の
農
き
す
。
を
し
て
白
い
御
飯
を
腹
一
ぱ
い
食
は
芯
え
だ
め
Ｚ
し
よ
う
越

村
』
の
一
面
喜
貴
生
舌
鼓
善
に
焦
臺
壁
合
訓
ａ
す
。
こ
れ
を
姪
っ
芝
リ
舎
驫
竿
．
癒
野
上
り
を
ね
一
”
っ
て
、
町
鋤
娠
嬢
肺
の
》

わ
せ
種
ら
思
い
呵
っ
て
野
湧
く
麓
い
て
み
つ
い
り
を
、
ど
っ
芝
リ
と
リ
ブ
わ
け
で
す
．
、
宣
伝
力
Ｉ
”
討
飼
禅
註
の
遣
吋
を
崇
窒
琴

だ
。
こ
れ
響
尻
で
楽
し
い
仕
畜
胃
穐
食
奉
り
」
思
い
Ｆ
ら
い
り
や
ん
の
許
料
蕊
講
管
会
を
開
く
と
、
お
じ
い
雀
ん
も
毎

碆
の
丈
怠
派
蛋
刈
り
考
渥
に
芝
ざ
す
．
を
ふ
ら
＃
、
し
額
を
出
ｊ
ぎ
す
ん

齪
州
謡
肌
し
て
、
お
い
い
芝
ん
に
、
若
い
者
は
う
ん
美
人
の
栄
養
士
脈
、
一
二
亀
雫
鳶
の
説
噸
》

穫
挟
璽
社
さ
時
Ｔ
そ
ょ
夢
累
暫
と
は
え
と
食
っ
て
う
ん
と
仇
く
ん
だ
と
い
れ
れ
う
ひ
わ
は
じ
蔀
っ
て
、
白
米
め
欠
陥
を
つ
く

若
人
‐
』
「
今
ど
差
の
遼
」
等
、
謹
登
響
舞
と
諏
鼓
を
食
べ
直
す
と
リ
ブ
、
お
い
い
と
、
ナ
ッ
ト
グ
一
ｃ
芝
毎
い
お
じ
い
乏
人
億

台
に
し
に
作
岳
も
妬
政
的
多
く
穀
年
し
て
芝
ん
に
感
乏
の
お
け
な
い
末
末
の
お
△
。
つ
い
ロ
を
は
芝
も
轡
お
母
芝
約
や
ち
か

参
り
き
し
だ
（
・
今
金
蚤
辰
主
活
改
善
を
子
く
え
さ
す
．
妬
や
人
脈
、
お
じ
い
き
ん
の
乳
丁
を
ひ
つ
缶
－

１
マ
に
し
だ
這
録
喜
劇
畷
画
丁
お
じ
小
芝
今
日
も
一
家
燕
去
で
麦
劉
に
波
し
い
→
ぼ
ろ
町
お
じ
肌
を
人
は
函
亨
誹
辻
人
．

ん
は
洲
八
こ
書
」
全
一
一
塗
を
・
全
国
の
ご
ぞ
一
一
へ
パ
ス
が
厚
っ
て
、
お
母
き
え
と
頭
の
い
い
宗
萎
士
竺
歩
退
却
し
て
、
ゞ

家
庭
に
譜
り
ま
す
。
風
瀬
生
で
近
く
の
町
の
医
者
に
塚
い
で
い
彊
化
米
の
宣
伝
を
特
じ
め
壱
・
亨
不
の
最

走
汰
富
で
は
雰
套
欠
濯
か
ら
起
る
表
気
畜
這
う
献
蔭
リ
き
す
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お
母
乏
ん
は
鎌
を
大
の
天
陥
遥
あ
る
ビ
タ
｝
ニ
ン
ら
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奏
燕
っ
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は
匝
人
Ｅ
人
の
割
で
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中
で
も
宣
泰
食
管
つ
り
出
し
て
遥
吋
寄
っ
て
大
げ
芒
に
手
た
謹
化
ボ
ハ
リ
釦
日
刷
御
議
の
載
笈
を
す

の
欠
蔭
郷
達
意
芒
れ
て
芝
て
お
り
ま
す
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会
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と
に
若
い
よ
う
脹
思
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れ
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鞭
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迫
害
の
手
前
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一
弓
→
乞
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』
差
っ

女
剥
で
庖
亥
弓
め
万
成
慧
い
と
い
わ
れ
、
お
丈
く
え
も
仕
莱
の
手
を
休
め
て
蔓
と
狐
か
っ
か
出
て
箸
互
と
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膣
の
感
丈
造
で
魂

遮
鍾
象
の
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管
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人
に
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旦
不
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め
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お
か
巧
や
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に
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握
り
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．
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え
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沢
で
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の
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わ
震
も
し
く
な
っ
握
り

〉
墓
）
う
で
は
食
生
坪
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改
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壹
一
緒
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専
蔚
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鑿
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話
し
に
行
く
と
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宕
の
牡
牛
の
よ
う
心
裏
打
力
の
節
、
《

葉
汰
し
い
は
ノ
、
鐵
か
れ
る
よ
う
に
博
ば
り
豊
討
の
人
鯲
老
け
や
す
れ
ゅ
茸
過
万
も
Ｅ
ゞ
口
蓉
髻
置
け
の
官
介
の
ハ
ネ
上
り
州

き
し
疋
町
食
華
瞳
長
い
向
の
蓄
貰
経
あ
る
け
れ
ど
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を
れ
き
定
賃
米
鈴
食
裏
奮
苫
せ
ら
れ
き
し
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陰

済
嬉
と
に
つ
ぢ
ハ
リ
、
又
童
畢
琴
で
唇
且
家
く
す
套
辰
よ
る
む
の
”
し
い
と
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わ
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罰
丁
私
た
ち
、
結
藩
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と
め
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誌
愚
畑

生
産
の
面
と
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遥
姻
塾
し
篭
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一
八
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ゆ
唇
す
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一
政
ま
か
せ
て
わ
ら
っ
て
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排
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．
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Ｚ
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←
｜
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画
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っ
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管
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＆
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》
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幻
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車
台
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っ
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芒
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追
放
だ
‐
一
と

し
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農
村
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人
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Ｆ
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金
疏
せ
て
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翌
日
は
早
目
に
冨
辰
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ゆ
蕩
若
ぃ
二
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弩
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．

表
巌
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す
う
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筐
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り
風
呂
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て
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わ
〆
て
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討
直
を
行
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賃
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す
こ
と
よ
り
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添
麗
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れ
ｗ
ち
癒
食
皇
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し
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島
一
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や
海
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野
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を
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中
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書
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書
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の
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が
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菰
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